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In our time, we cannot live without the infrastructure. But we’re tend to blind to the other side of the city. So I 
create the scenery that people make a living together with the infrastructure. There is an urban water supply that 
is going across Setagaya area. The ruins which memorized modernization of this town is buried there. I provide 
value to the landmark of water and imagine this architecture will be an anchorage of present generation. 
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０．はじめに 
 現代の都市生活から消すことのできないインフラ。
人々はその都市の裏側に気付かない。都市の中のその
“空白”を人々の生活に近づけ、インフラと共に生き
ていく暮らしを構想する。世田谷を横断する、旧渋谷
町営水道。街の近代化を映し込んだ遺構は街に埋もれ
存在している。都市の中で１つの軸をなす、水道の“目
印”に現代の新しい価値を与え、人々の生活とともに、
街の風景を継承していく。 
 
 ＜研究目的＞ 
 本研究は現代における都市の中でのインフラ施設
の存在を人々へ再認識させ、生活へ還元することを目
的とする。そして、世田谷区の水道を対象に設計提案
を行う。 
 
１. 研究 
 研究では修士設計への契機となった「インフラ」
と「都市軸」という２つの事象について研究・考察し
た上で、根幹となるテーマを示す。 
 都市の中において「インフラ」は水道、ガス、電
気などが存在するが、それぞれの都市の中でのふるま
いを考察すると、各施設は都市とは隔絶され、大きな
空白として街に存在している。また、東日本大震災を
契機に私たちの生活の中でのインフラに対する意識
の希薄さが露呈された。そこで、人々の意識を喚起す
る建築を都市へ提案することを考える。また、都市の
中で、人々の生活を組織化する「都市軸」を考察する
と、都市軸は歴史から形成される人々の精神的支えと
しての都市軸、わかりやすさをつくる、街の指標とし
ての都市軸の２つが挙げられた。そこで、街の中で１
つの軸を成す、水道という道、新しい都市の軸として
位置づけ、人々の生活の拠り所となるような設計の提
案を行う。 
 
２. 方針 
 方針では、対象敷地として世田谷を挙げ、街の歴史
や現状を考察する。そして、対象敷地として世田谷区
に存在する旧渋谷町営水道に着目し、歴史的価値やそ
の機能などについて調査、考察した上で、設計への構
想を示す。 
 
＜対象敷地＞ 
 旧渋谷町営水道の軸上に存在する、２つの丘を対象
敷地とし、水道施設として存在する様々な近代化遺構
に着目し、２つの建築の設計を行う。１つ目は弦巻地
区に存在する、「駒沢給水所」、２つ目国分寺崖線の
岡本静嘉堂緑地に存在する「岡本隧道」に着目し、そ
れぞれ設計の提案を行う。 
 
①駒沢給水所 
 駒沢給水所は給水所としての機能は失われつつあ
るものの、非常用の備蓄として水を貯えているため、
厳重な警備が敷かれている。敷地内には双子の給水塔、
配水池、廃屋として存在するポンプ所などが存在し、 
土木的なスケールの環境の中に豊かな自然が閉じ込
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められている。 
 
②岡本隧道 
 岡本隧道は国分寺崖線に位置する、岡本静嘉堂緑地
に存在し、高低差 18m の小高い丘に 120m の隧道が埋
設されている。岡本八幡神社、岡本静嘉堂文庫、美術
館、岡本民家園、納骨堂など、様々な歴史が集積する
場所でもある。そして、多摩川と国分寺崖線の間の地
域は田畑が残る世田谷の原風景であるのに対し、反対
側には高密な住宅街が広がっており、風景の境目にな
っている。 
 
 
    駒沢給水所      岡本静嘉堂緑地 
 
＜構想＞ 
 街に埋もれた水道道路を顕在化させることにより、
新しい街の軸として位置づけると同時に、点在する近
代化の遺構を目印に、点在する世田谷の記憶を過去か
ら現在へ繋ぎ、人々の拠り所としての都市軸へ読み替
えていく。 
 
３. 設計 
 設計では２つの敷地に共通する概念、ダイアグラム
を示し、図面を用いて設計の詳細を示す。 
 
＜日常と水＞ 
 ２つの敷地に存在する施設と、丘の空間的拡がりを
建築的に読み替え設計を行う。 
 
 
 
施設形態を基本の形態とし、丘の拡がりを空間の拡が
りへと読み替えることで、現在の都市の中での「日
常」と「水」を建築によって緩やかに繋げていく。 
 
＜PROJECT① 給水所＞ 
̶建築形態 
塀を建築化し、水道施設の形態を浮かび上がらせる。
丘の拡がりをスロープに読み替え、水平的な空間の拡
がりをつくり出す。給水所の敷地内外の環境に合わせ
形を変化させ、外へ開きながらも閉鎖性を保ちながら
多様な場をつくり出す。 
 
̶プログラム 
 住戸とコモンスペース（ライブラリー、カフェ、託
児所、デイケアセンター、ホール）の２重の層が 1/100
勾配で連続していく。 
 
＜PROJECT② 隧道＞ 
̶建築形態 
隧道を建築化し、地下を中心に建築を構成していく。
基本のボリュームを隧道と給水所の塔の構成から形
成し、そこに重なるように日常の「道」のレイヤを重
ね合わせ、空間を拡張するようにグリッドを広げる。
道や塔の構成を映し込んだ建築は地上にも新しいラ
ンドスケープをつくり出していく。 
 
̶プログラム 
 水道の歴史、世田谷の歴史を展示する資料館をメイ
ンの機能とし、展望室や屋外広場など外部環境と接続
する場を設ける。 
 
＜展望＞ 
２つの建築は世田谷に新しい風景をつくり出し、世田
谷の歴史を継承しながら、人や都市へ水の存在を伝え
ていく。 
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